
R5.○.○ 教科別授業改善研修会

小・中学校
総合的な学習の時間

群馬県教育委員会事務局

義務教育課 生徒指導係
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１ 令和５年度学校教育の指針「総合的な学習の時間で学びを深める
授業改善のポイント」について

２ なぜこの授業改善のポイントなのか

３ 授業改善のポイントを具現化するために

本日の内容

○探究課題と出会う場面で、体験活動や専門家の話を聞く機会など、
自分事として課題を捉えられるような活動を設定する
○子どもの思いや願いをつなぐ学習過程や授業展開を工夫する
○全教職員が協力して全体計画及び各学年の年間指導計画、単元計画な
どを作成し、互いの専門性や特性を発揮し合って実践していく校内推
進体制を整える



１ 令和５年度 学校教育の指針（総合）について

各教科等で学びを深める授業改善のポイント

探究課題と出会う場面において、共
通の体験活動や専門家の話を聞く機
会など、児童生徒が自分事として課
題を捉えられるような活動を意図的
に設定しましょう。
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１ 令和５年度学校教育の指針「総合的な学習の時
間学びを深める授業改善のポイント」について

２ なぜこの授業改善のポイントなのか

３ 授業改善のポイントを具現化するために

本日の内容



２ なぜこのポイントなのか

その３ 主体的な課題の解決につなげるために、学習意欲を
高めるとともに、解決への具体的な見通しをもつこ
とが大切である。

その１ 繰り返し探究していくために、
探究課題に対して魅力や問題点、
ずれや隔たりを感じ、単元の課
題が自分事になっていることが
大切である。

その２ 課題を自分でつくりだすために、地域の人やその道
の専門家との交流が有効である。
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１ 令和５年度学校教育の指針「総合的な学習の時
間学びを深める授業改善のポイント」について

２ なぜこの授業改善のポイントなのか

３ 授業改善のポイントを具現化するために

本日の内容



３ 授業改善のポイントを具現化するために

① 探究課題の出会いと単元の課題の設定

③ 校内推進体制の整備

② 子どもの思いや願いをつなぐ学習過程と授業展開

④ 全体計画の見直しや修正



藤岡市の町づくりとの
出会い

商工観光課の職員から
の話

糸縒りとの出会い

体験活動

① 探究課題の出会いと単元の課題の設定

高山社跡との出会い

専門家からの話
現地調査



美土里小学校 ○年

探究課題との出会い

・家族にインタビュー
・校区周辺の散策

自分事に
問題点・ずれ・魅力・可能性

ゴールイメージ

たくさんの人に訪れ
て欲しい。藤岡市の
魅力を伝えたい。

「つかむ」過程

藤岡市の古墳群との出会い

藤岡歴史館の見学

① 探究課題の出会いと単元の課題の設定



探究課題との出会い

ゴールイメージ

「つかむ」過程

西中学校 ○年

・JA、給食センターの
方からの話
・仲間との話し合い

特産物を知って食べ
てもらいたい。特産物
をＰＲしたい。

自分事に
問題点・ずれ・魅力・可能性

① 探究課題の出会いと単元の課題の設定

藤岡市の特産物との出会い

ＪＡ、給食センターの方からの話



「つかむ」過程
教師の意図的な働きかけが大切になってくる。

インタビュー
体験活動

観光課の職員の
話を聞き、今ま
での自分との考
えとのずれに気
付く

ゴールイメージ
を話し合い、
単元の課題を
設定する

単元名の設定ゴールイメージ
をキャッチフレーズ化

例）美土里小○年
指導と評価の計画

① 探究課題の出会いと単元の課題の設定



「総合的な学習の時間で楽しく探究！ リーフレット」

① 探究課題の出会いと単元の課題の設定



❷出会いの学習・活動
で思いを持たせる

児童生徒が思いを実感できる学
習や、活動を意図的に設定する。

＜児童生徒の思い＞
「助けたい、変えたい」（問題点）
「すごい、紹介したい」（魅力）
「意外だ、おかしいぞ」（ずれ）
「思っていたのと違う」（隔たり）

❸ゴールイメージ
を話し合う

児童生徒と教師が話し
合ってゴールイメージを
共有し、自分事となる単
元の課題を設定する。

❹単元名を決める

単元の課題やゴールイ
メージを、キャッチフ
レーズ化して単元名を児
童生徒と一緒につくる。

SDGｓの視点を持
たせたいですね。

今年は、新し
い探究課題に
挑戦してみま
せんか！

❶探究課題の確認（事前検討）
学年職員で今年度の総合について話し合う。

～「つかむ過程」にストーリーをもたせる実践例～

① 探究課題の出会いと単元の課題の設定

※ リーフレット 探究意欲が高まる課題の設定参照



探究課題 出会いの学習・活動→「思い」 単元の課題（ゴールイメージ） 単元名

ものづくり

町づくり

地域の伝統工芸品を作ってみる
→「自分たちなりにアレンジしたい」
「いい物を作って町をアピールしたい」

○○展覧会を開いて多くの人に見てもらおう
○○さんの店に置いてもらおう
作った○○を○○に置いて使ってもらおう 等

作ろう！私たち
だけの○○

地域防災
災害の種類と件数、被害者数を調べる
→「なんとかしなきゃ」「人ごとじゃない」

○○災害のための防災マップを作って配ろう
避難所開設の訓練をしよう 等

地域防災リー
ダーになろう

食文化
町づくり

群馬の有名な食材や料理を調べる
→「オリジナル○○を作って町おこしだ」

オリジナルメニューを地域の食堂に提案しよう
できるだけ多くの人に知らせよう 等
※リーフレットの実践例を参照

広がれ！ぐんま
のうんまい○○

環 境
林間学校等で群馬の自然の豊かさを体験する
→「この自然を守り続けたい」

森林や動物を守るための看板やポスターを作ろ
う
群馬の自然をＰＲする動画を作成しよう 等

守り育てよう！
群馬の自然

キャリア
地域経済

職業体験等から地域の課題を把握する
→「大丈夫？」「もっと発展させよう」

地域が発展するためのイベント等を企画・立案
し、市役所等に提案しよう 等

○○市役所
中学生の未来課

福 祉
地域の高齢者とふれあう
→「元気でいてほしい」「笑顔にしたい」

地域のお年寄りが笑顔になることをしよう
例：漫才・コント・落語・音楽・劇 等

元気・笑顔拡散
プロジェクト

情 報
町づくり

プログラミング体験をする
→「この技術で役立つことをしたい」

地域の魅力を発信するアプリを作成しよう等
アプリで活性！
○○町

① 探究課題の出会いと単元の課題の設定



美土里小学校 ○年

探究課題との出会い

・家族にインタビュー
・校区周辺の散策

自分事に
問題点・ずれ・魅力・可能性

ゴールイメージ

たくさんの人に訪れ
て欲しい。藤岡市の
魅力を伝えたい。

「つかむ」過程

② 子どもの思いや願いをつなぐ学習過程と授業展開

本時

伝える相手や発信方
法のよさと、伝えたい
魅力を関連付ける

「必要な情報は何か調べたい」
「やってみたい・作ってみたい
「専門家に見てもらい、改善したい」
「伝えたい」 ・・・・・・・



探究課題との出会い

ゴールイメージ

「つかむ」過程

西中学校 ○年

・JA、給食センターの
方からの話
・仲間との話し合い

特産物を知って食べ
てもらいたい。特産物
をＰＲしたい。

自分事に
問題点・ずれ・魅力・可能性

② 子どもの思いや願いをつなぐ学習過程と授業展開

本時

特産物の魅力が伝わ
る特集ページ作成に
向けての見通しをもつ

「必要な情報は何か調べたい」
「やってみたい・作ってみたい
「専門家に見てもらい、改善したい」
「伝えたい」 ・・・・・・・



授業の様子（藤岡市立美土里小学校）

最終ゴール
「藤岡市の古墳、商店街、イチゴの魅力を伝えたい」

「インタビューをして藤岡の魅力度を調べたい」

② 子どもの思いや願いをつなぐ学習過程と授業展開



授業の様子（藤岡市立西中学校）

最終ゴール
「藤岡市の特産物の魅力を伝えたい」

「これまで調べてきた藤岡市の
特産物の魅力を伝えるために
効果的な発信方法を知りたい」

② 子どもの思いや願いをつなぐ学習過程と授業展開



探究のプロセス

新たな課題を
見付ける

新たな課題を
見付ける

他者（できれば
外部の大人）に
評価してもらう
とよい。

② 子どもの思いや願いをつなぐ学習過程と授業展開



＜探究的な学習における教師の役割＞
コーディネーター (思いをつなげる・調整する)

サポーター （やる気を持たせる・伴走する）

児童生徒の思いをつなぐ授業の導入と終末

② 子どもの思いや願いをつなぐ学習過程と授業展開



誰のためにやって
いるのかな？

何のための
活動だったかな？

コーディネーターとしてのアドバイス

相手意識目的意識

② 子どもの思いや願いをつなぐ学習過程と授業展開



専門家からの話を基に、
新たな課題を設定

発展的に！！

外部の大人からの評価
→ 成果や課題の発見

「追究する」過程
児童生徒の思いや願いをつないでいく

子どもの思いや願いをもと
に学習活動を進める。
※場合によっては、柔軟に
変更することも必要

例）藤岡西中○年
指導と評価の計画

② 子どもの思いや願いをつなぐ学習過程と授業展開



国語

地域の食

藤岡市の
自然

藤岡市の
農業

○○地区
の環境

見学する

特産物を栽
培をする

伝える

協力する
話を聞く

地域の方

保護者

調査する

級友

ＪＡの職員

農産物特売所

まちの人

農場

社会

国語

数学

美術
理科

外国の人
英語

独自性

相互性

技術

探究課題の確認（事前検討）

教材がふさわしいかウェビングで確かめる
給食セン
ターの方

産業の発展

思い・願い

調理する

家庭

飲食店

グラフを
つくる

例）藤岡市立西中学校○年 地域の食

探究課題と
の出会い



探究課題の確認（事前検討） 例）藤岡市立美土里小学校○年 藤岡の魅力

時間軸

探究課題と
の出会い

学習活動、学習対象（ヒト、モノ、コト）、子どもの思いをもとに
１年間の流れをイメージ



校内研修の様子（藤岡市立西中学校）

単元に入る前に、学年ごとに分かれて、
教材の可能性について、ウェビングで検討

③ 校内推進体制の整備



学習指導要領解説

各学校の教育目標の実現に当たっては総合的な学習
の時間が重要な役割を果たすことを全教職員で理解す
ることが欠かせない。その上で、校長の方針に基づき、
総合的な学習の時間の目標が達成できるように、全教
職員が協力して全体計画及び各学年の年間指導計画、
単元計画などを作成し、互いの専門性や特性を発揮し
合って実践していく校内推進体制を整える必要がある。

③ 校内推進体制の整備

小学校P132
中学校P128



【前提条件】

各学校の教育目標の実現に当たって、総合的な学習の
時間が重要な役割を果たすことを全教職員で理解

③ 校内推進体制の整備

ア 校長先生の方針 イ 指導計画の作成 ウ 実践

全教職員が協力し
て全体計画及び各
学年の年間指導計
画、単元計画など
を作成

互いの専門性や特性
を発揮し合って実践

校長先生から自分の
学校のビジョンを全
教職員に説明

教師が知恵を出し合っ
たり、相談し合ったり
できる体制や雰囲気づ
くり

児童生徒の学習の進
行によって、支援者
は変化



授業の様子（藤岡市立西中学校）

学年職員の役割分担
全体の進行、班別協議の進行、机間支援、
生徒の発言の記録、情報機器の操作など

③ 校内推進体制の整備



授業の様子（藤岡市立美土里小学校）

栄養教諭からの話
「つかむ」過程で、大豆の秘密について、形を変えること、歴
史、栄養素など、様々な角度から話を聴いた。

③ 校内推進体制の整備



①
必
須
の
要
件

と
し
て
記
す
も
の

各学校おいて定める内容

「目標を実現するに
ふさわしい探究課題」

「探究課題の解決を通して育成
を目指す具体的な資質・能力」

総合的な学習の時間 第１の目標

④ 全体計画の見直しや修正

各学校おける教育目標

各学校において定める目標

②基本的な活動内容や方針等を概括的に示すもの

③その他、各学校が全体計画を示す上で必要と考
えるもの



知識及び技能 思考力・判断力・表
現力等

学びに向かう力、人
間性等

自ら学び考える生
徒の育成（かしこ
く）

地域の特徴やよ
さ

解決に向けて仮説を
立てる

調査して得た情報を
基に考える

自ら社会に参画しよ
うとする

心豊かでおもいや
りのある生徒の育
成（やさしく）

人々の努力や工
夫

解決に向けて協働す
る

地域に目を向ける

健康でたくましい
生徒の育成（たく
ましく）

支え合う必要性 根拠を明らかにする
持続可能な社会を実
現するための仕方を

考える

平 第１目標

探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行
うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考
えていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指
す。
⑴ 探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及

び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究的な学
習のよさを理解するようにする。【知識及び技能】
⑵ 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立

て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することが
できるようにする。【思考力、判断力、表現力等】
⑶ 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互い

のよさを生かしながら、積極的に社会に参画しようとする態
度を養う。【学びに向かう力、人間性等】

未来を切り開く力をもった生徒の育成
（１）自ら学び考える生徒の育成（かしこく）
（２）心豊かでおもいやりのある生徒の育成（やさしく）
（３）健康でたくましい生徒の育成（たくましく）

【総合的な学習の時間の目標】
探究的な見方・考え方を働かせ，地域の人・もの・ことに関わる総合的な学習を通して，目的や根拠を明らかにしながら課題を解決し，主体

的・自律的・創造的に自己の生き方を考えることができるようにするために，以下の資質・能力を育成する。
知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

地域の人，もの，ことに関わる探究的な学習
の過程において，課題の解決に必要な知識及
び技能を身に付けるとともに，地域の特徴や
よさに気付き，それらが人々の努力や工夫に
よって支えられていることに気付く。

地域の人，もの，ことの中から問いを見いだ
し，その解決に向けて仮説を立てたり，調査
して得た情報を基に考えたりする力を身に付
けるとともに，考えたことを，根拠を明らか
にしてまとめ・表現する力を身に付ける。

地域の人，もの，ことについての探究的な学
習に主体的・協働的に取り組むとともに，互
いのよさを生かしながら，持続可能な社会を
実現するための行動の仕方を考え，自ら社会
に参画しようとする態度を育てる。

学校教育目標 例）藤岡市立西中学校

各学校において定める目標 例）藤岡市立西中学校

実現を目指す子どもの姿を具体的に書く

具体化 重点化 付加

各学校おいて定める目標
平成２９年度改訂小学校学習指導要領



何について学ぶか

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

各学校おいて定める内容

例）藤岡市立美土里小学校



①探究的な見方・考え方を

働かせて学習することが

ふさわしい課題であること

②その課題をめぐって展開される

学習が、横断的・総合的な学習

としての性格をもつこと

③その課題を学ぶことにより、

よりよく課題を解決し、自己の

生き方を考えていくことに結び

ついていくような資質・能力の

育成が見込めること

各学校おいて定める内容

「目標を実現するにふさわしい
探究課題」



①
概念的知識の獲得
（相互性・多様性・有限性 等）

②
自在に活用すること
が可能な技能

③
探究的な学習のよさ
の理解

知識及び技能

①
課題の設定

②
情報の収集

③
整理・分析

④
まとめ・表現

思考力・判断力・
表現力等

①
自己理解・他者理解
自他を尊重する

②
主体性・協働性
自ら取り組んだり力を合わせたりする

③
将来展望・社会参画
未来に向かって継続的に社会に
関わろうとする

学びに向かう力・人間
性等

「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的
な資質・能力」

３観点、１０項目

各学校おいて定める内容



○探究課題と出会う場面で、体験活動や専門家の話を聞く機会
など、自分事として課題を捉えられるような活動を設定する

○子どもの思いや願いをつなぐ学習過程や授業展開を工夫する

○全教職員が協力して全体計画及び各学年の年間指導計画、単
元計画などを作成し、互いの専門性や特性を発揮し合って実
践していく校内推進体制を整える

まとめ


